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学校教育目標 「心やさしく、たくましく、知性豊かな倉田山中生徒の育成」 

◇令和３年度 各教科における評価・評定について－通知表の形式や内容が変更になります◇  

平成２９年３月に告示された中学校の新学習指導要領が、本年度から全面実施されまし 

た。学習指導要領とは、全国どこの学校でも一定の教育水準が保てるよう、文部科学省が 

各教科等の目標、内容等を定めている教育課程（カリキュラム）の基準で、およそ１０年 

に１度、改訂されています。今回の新学習指導要領では、幼稚園から高等学校まで、すべ 

ての学校教育で新しい時代を生きる子供たちに必要な力（資質・能力）として「知識及び 

技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱として整理されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の改訂に伴い、倉田山中学校では通知表等の観点別評価についてはこれまでの４（５）観点から、

全教科３観点とし、各観点をＡ゜，Ａ，Ｂ，Ｃ゜，Ｃの５段階で評価することとしました。 

 

 

 

 

 

 

・知識・技能は、各教科等における学習の過程を通して知識及び技能の習得状況について評価を行うとともに、それらを既

有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり、

技能を習得したりしているかについて評価します。 

・思考・判断・表現は、各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、判断力、表現力等を

身に付けているかどうかを評価します。 

・主体的に学習に取り組む態度は、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向け

た粘り強い取組の中で、自らの学習状況を把握し、自らの学習を調整しながら学ぼうとしているかどうかという意思的な

側面を評価します。 

各教科の観点別評価を総括した評定については５段階（５，４，３，２，１）で評定します。評価から評定へ

の総括の方法としては、観点別評価のＡ゜～Ｃのそれぞれを５点～１点に点数化し、その合計点で評定を出す

こととしました。詳細は通知表に記載か、または通知表配布の際にお知らせいたします。 

学校だより 

    ＮＯ ３ 
令和３年６月３０日発行  

学習指導要領の改訂に伴う観点別学習状況の評価の変更点 

各教科等の目標及び内容が資質・能力の三つの柱で再整理されたことを踏まえ、各教科における

観点別学習状況の評価の観点については、 

「知識・技能」 

「思考・判断・表現」 

「主体的に学習に取り組む態度」 

の３観点に整理されました。 

Ａ゜・・・「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの 

Ａ ・・・「十分満足できる」状況と判断されるもの 

Ｂ ・・・「おおむね満足できる」状況と判断されるもの 

Ｃ゜・・・「努力を要する」状況と判断されるもの 

Ｃ ・・・「一層努力を要する」状況と判断されるもの 


